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町
民
の
皆
様
、
あ
け
ま
し

て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

輝
か
し
い
平
成
一
六
年
の
新

春
を
、
町
民
の
皆
様
が
心
身

と
も
に
お
健
や
か
に
お
迎
え

に
な
ら
れ
ま
し
た
こ
と
を
心

か
ら
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　

私
も
町
長
に
就
任
以
来
、

三
年
目
を
迎
え
ま
す
が
、
皆

様
の
ご
支
援
と
ご
理
解
の
も

と
、
二
年
間
を
無
事
努
め
、

新
年
を
迎
え
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
こ
と
を
厚
く
御
礼
申

し
上
げ
ま
す
。

　

本
年
は
い
よ
い
よ
町
村
合

併
に
向
け
て
大
き
な
節
目
の

年
と
な
り
ま
す
。
昨
年
六
月

に
西
豆
三
町
村
法
定
合
併
協

議
会
が
設
置
さ
れ
、
現
在
具

体
的
な
事
務
の
す
り
合
わ
せ

作
業
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
が
、

順
調
に
協
議
が
進
み
ま
す
と
、

本
年
九
月
の
定
例
議
会
で
合

併
の
可
否
を
審
議
し
て
い
た

だ
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

ま
た
、
合
併
を
前
に
し
て

松
崎
中
学
校
の
改
築
や
国
民

宿
舎
伊
豆
ま
つ
ざ
き
荘
の
建

替
え
、
し
尿
処
理
施
設
の
建

設
、
新
港
湾
の
建
設
等
々
、

こ
れ
か
ら
取
り
組
ま
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
大
型
事
業
や
課

題
が
山
積
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
た
め
、
今
ま
で
以
上

に
厳
し
い
財
政
状
況
下
で
の

平
成
一
六
年
度
予
算
編
成
に

な
り
ま
す
が
、
合
併
が
決
ま

り
ま
す
と
松
崎
町
と
し
て
最

後
の
予
算
編
成
と
な
り
ま
す

の
で
、
直
面
す
る
主
要
事
業

の
み
な
ら
ず
合
併
後
の
松
崎

を
見
据
え
て
取
り
組
む
所
存

で
す
。

　

本
年
も
引
き
続
き
課
題
の

多
い
年
で
あ
り
ま
す
が
、
私

も
松
崎
町
発
展
の
た
め
全
力

を
尽
く
し
て
ま
い
り
ま
す
の

で
、
町
民
の
皆
様
の
ご
支
援

と
ご
協
力
を
お
願
い
申
し
上

げ
ま
す
。

　

こ
の
一
年
が
皆
様
方
に
幸

多
き
年
で
あ
り
ま
す
よ
う
に

ご
祈
念
申
し
上
げ
、
新
年
の

挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。

松
崎
町
長深

澤　

進

　

明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。
皆
様
に
は
明
る
い
希
望

に
満
ち
た
平
成
一
六
年
の
新
春
を

迎
え
ら
れ
ま
し
た
こ
と
を
心
か
ら

お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　

平
素
は
、
何
か
と
議
会
運
営
に

つ
き
ま
し
て
深
い
ご
理
解
・
ご
協

力
を
賜
り
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま

す
。

　

顧
み
ま
す
と
、
昨
年
は
イ
ラ
ク

復
興
支
援
特
別
措
置
法
に
基
づ
く

自
衛
隊
派
遣
等
、
国
際
情
勢
は
厳

し
さ
を
増
し
て
お
り
ま
す
し
、
国

内
の
経
済
状
況
は
一
二
月
の
日
銀

短
観
に
よ
る
と
、
業
種
、
規
模
を

問
わ
ず
景
況
観
は
好
転
し
て
い
ま

す
が
、
第
三
次
産
業
の
回
復
の
遅

れ
が
目
立
っ
て
い
ま
す
。
町
村
合

併
問
題
に
つ
い
て
も
我
が
町
は
昨

年
合
併
協
議
会
を
設
置
し
て
以
来
、

三
町
村
合
併
に
向
け
て
順
調
に
協

議
が
進
ん
で
お
り
ま
す
。

　

本
年
も
、
よ
り
一
層
の
ご
支

援
・
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
お

願
い
申
し
上
げ
、
年
頭
の
挨
拶
と

い
た
し
ま
す
。

年 
男 ・ 年 
女

 

新 
年 
を 
迎 
え 
て

　

平
成
一
六
年
の
新
春
を
迎
え
謹

ん
で
新
年
の
お
慶
び
を
申
し
上
げ

ま
す
。

　

皆
様
に
は
、
平
素
か
ら
消
防
活

動
の
推
進
に
格
別
の
ご
支
援
・
ご

協
力
を
賜
り
、
厚
く
御
礼
申
し
上

げ
ま
す
。

　

多
く
の
諸
先
輩
が
築
き
上
げ
た

輝
か
し
い
伝
統
を
受
け
継
ぎ
、
消

防
団
発
足
五
五
周
年
を
迎
え
ま
し

た
。
地
域
の
皆
さ
ん
に
最
も
身
近

な
防
災
機
関
と
し
て
平
穏
で
安
全

な
住
み
良
い
ま
ち
作
り
の
た
め
尚

一
層
の
防
災
対
策
の
拡
充
が
課
題

と
な
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
想

定
さ
れ
ま
す
東
海
地
震
の
切
迫
性

が
叫
ば
れ
る
な
か
、
自
主
防
災
会

と
の
連
携
を
密
に
し
て
、
協
働
し

て
一
層
の
地
震
対
策
推
進
に
努
め

て
参
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

結
び
に
、
皆
様
方
の
ご
多
幸
と

本
年
の
無
災
害
を
ご
祈
念
申
し
上

げ
新
年
の
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。

　

松
崎
に
帰
っ
て
き
て
店
を
始
め

て
三
年
に
な
り
ま
す
。
こ
れ
か
ら

も
皆
さ
ん
に
信
頼
さ
れ
る
商
品
を

作
っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

昨
年
は
あ
ま
り
良
い
年
で
は
な

か
っ
た
の
で
、
今
年
は
景
気
の
良

い
、
明
る
い
良
い
年
に
な
る
と
い

い
で
す
ね
。

高 橋 和 泉

町議会議長

内 田 址 延

消防団長

　

こ
の
仕
事
に
つ
い
て
三
年
、
新

た
な
出
会
い
を
大
切
に
し
、
笑
顔

を
忘
れ
ず
に
、
こ
れ
か
ら
も
が
ん

ば
っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

昨
年
は
暗
い
ニ
ュ
ー
ス
ば
か
り

で
下
を
向
き
が
ち
で
し
た
が
、
今

年
は
、
少
し
で
も
上
を
向
い
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

今
年
は
六
年
生
に
な
る
の
で
、

下
級
生
を
ま
と
め
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
。
修
学
旅
行
も
楽
し
み

で
す
。

　

作
業
所
の
み
ん
な
と
こ
れ
か
ら

も
元
気
で
楽
し
く
仕
事
を
つ
づ
け

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

渡 邉 あ やさん
（金沢）平成４年生まれ

岩科小５年生

石 田 恵 子さん
（北区）昭和５５年生まれ

松崎十字の園

松田伊三雄さん
（南区）昭和４３年生まれ

松田甘泉堂

鴻 野 清 至さん
（石部）昭和７年生まれ

民宿「浜の家」

石 田 耕 作さん
（道部）昭和１９年生まれ

伊豆住設

斉藤喜代子さん
（池代）昭和３１年生まれ

杉の子作業所

新たな町づくりに向けて新た な 町 づ く り に 向けて

あけましておめでとうございますあけましておめでとうございますあけましておめでとうございます
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平
成
一
五
年
度
上
期
の
一
般
会

計
予
算
総
額
三
八
億
九
、
九
六
九

万
円
の
う
ち
、
収
入
済
額
は
一
九

億
一
、
七
一
〇
万
円
で
執
行
率
四

九
・
二
％
（
前
年
五
二
・
五
％
）、

支
出
済
額
は
、
一
五
億
五
、
一
八

七
万
円
で
、
執
行
率
三
九
・
八
％

（
前
年
三
八
・
四
％
）
と
な
っ
て

い
ま
す
。

　

財
政
調
整
基
金
や
地
方
福
祉
基

金
な
ど
一
四
基
金
の
現
在
高
は
、

一
五
億
三
一
万
円
で
、
町
民
一
人

当
た
り
で
は
、
約
一
七
万
円
と
な

り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
目
的
に
沿
っ
た

運
用
が
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

地
方
債
（
借
入
金
）
の
現
在
高

は
、
三
六
億
八
、
七
八
七
万
円
で
、

町
民
一
人
当
た
り
で
は
約
四
一
万

円
に
な
り
ま
す
。

　

平
成
一
五
年
度
で
は
、
港
湾
改

修
事
業
・
農
道
整
備
事
業
・
遊
歩

道
整
備
事
業
等
の
各
種
施
設
整
備

事
業
に
過
疎
債
を
充
当
し
、
減
税

補
て
ん
債
、
臨
時
財
政
対
策
債

（
赤
字
債
）
の
借
り
入
れ
も
予
定

し
て
い
ま
す
。

　

我
が
国
の
経
済
は
、
不
良
債
権

処
理
問
題
、
失
業
率
の
上
昇
等
、

依
然
と
し
て
景
気
回
復
へ
の
糸
口

が
見
出
せ
な
い
ま
ま
、
厳
し
い
状

況
が
続
い
て
い
ま
す
。

　

こ
う
し
た
中
、
国
に
お
い
て
は

「
骨
太
方
針
二
〇
〇
三
」
を
踏
ま

え
歳
出
改
革
の
推
進
を
図
っ
て
い

る
た
め
、
前
年
に
引
き
続
き
地
方

交
付
税
等
依
存
財
源
の
減
少
に
加

え
、
自
主
財
源
の
根
幹
を
為
す
町

税
の
収
入
確
保
が
困
難
に
な
る
こ

と
が
予
想
さ
れ
、
財
源
不
足
が
深

刻
な
問
題
と
な
っ
て
き
ま
す
。

　

ま
た
、
今
後
、
衛
生
プ
ラ
ン
ト

建
設
事
業
、
松
崎
中
学
校
建
替
え

事
業
等
の
大
型
事
業
が
予
定
さ
れ

て
お
り
、
財
源
不
足
を
補
う
た
め

に
多
額
の
地
方
債
借
入
れ
が
予
想

さ
れ
る
等
、
財
政
硬
直
化
の
傾
向

に
あ
り
ま
す
。

　

町
で
は
、
こ
の
よ
う
な
状
況
を

充
分
認
識
し
、
来
る
町
村
合
併
を

見
据
え
な
が
ら
、
第
四
次
総
合
計

画
・
過
疎
地
域
自
立
促
進
計
画
の

政
策
目
標
に
沿
っ
て
、
健
全
な
財

政
運
営
に
努
力
を
重
ね
て
ま
い
り

ま
す
の
で
、
ご
理
解
・
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。

町では、毎年２回に分けて松崎町の歳入、歳出の状況や財産状況を町民の皆さんに公表しています。

今回は、平成１５年度の４月１日から９月３０日までの状況をお知らせします。

２億 ４億 ６億 ８億 ２億４億６億８億

３８億９，９６９万３８億９，９６９万７千円上段：予算額

１９億１，７１０万１９億１，７１０万８千円下段：収入済額（ ）収入済額（　）：収入率（４９．２％）（４９．２％）

３８億９，９６９万３８億９，９６９万７千円上段：予算額
１５億５，１８７万１５億５，１８７万円円　　下段：支出済額（ ）支出済額（　）：支出率（３９．８％）（３９．８％）

歳入 歳出

総 務 費
６億６，１２６万億６，１２６万３千円
２億６，２５１万億６，２５１万４千円　（３９．７％）（３９．７％）

公 債 費
５億２，１６６万億２，１６６万６千円
２億５，６１２万億５，６１２万５千円　（４９．１％）（４９．１％）

衛 生 費
５億０，８７９万０，８７９万３千円
１億９，３２３万億９，３２３万９千円　（３８．０％）（３８．０％）

民 生 費
４億９，９２０万億９，９２０万３千円
２億４，３５３万億４，３５３万５千円　（４８．８％）（４８．８％）

教 育 費
４億１，０７４億１，０７４万３千円
１億８，２２２万億８，２２２万円円　　　（４４．４％）（４４．４％）

農林水産業費
３億８，９０１万億８，９０１万８千円
１億０，２５８万億０，２５８万７千円　（２６．４％）（２６．４％）

土 木 費
３億３，３７２万３７２万７千円
３，９８８万　　３，９８８万円円　　　（１１．９％）（１１．９％）

商 工 費
２億６，６９７万億６，６９７万５千円
１億１，０２３万億１，０２３万５千円　（４１．３％）（４１．３％）

消 防 費
２億２，６６７万億２，６６７万３千円
１億２，９６２万億２，９６２万７千円　（５７．２（５７．２％）

そ の 他
８，１６３万　　８，１６３万６千円
３，１９０万　　３，１９０万８千円　（３９．１％）（３９．１％）

１３億１，９９６万１３億１，９９６万３千円
９億３，１０８万億３，１０８万１千円　（７０．５％）（７０．５％）

町 税
７億７，２８４万億７，２８４万４千円
４億９，１６６万億９，１６６万１千円　（６３．６％）（６３．６％）

町 債
５億０，７３０万円億０，７３０万円
　　　　　　０千円　（０．０％）（０．０％）

県 支 出 金
２億６，８０４万億６，８０４万７千円
２，１１８万　　２，１１８万５千円　（７．９％）（７．９％）

繰 越 金
２億４，７７４万億４，７７４万１千円
２億４，７７４万億４，７７４万１千円　（１００．０％）（１００．０％）

繰 入 金
１億８，５００万億８，５００万１千円
　　　　　　０千円　（０．０％）（０．０％）

諸 収 入
１億５，５６６万億５，５６６万９千円
５，８８４万　　５，８８４万６千円　（３７．８％）（３７．８％）

国庫支出金
１億２，９０８万億２，９０８万８千円
１，９９４万　　１，９９４万６千円　（１５．５％）（１５．５％）

使用料及び
手 数 料

１億１，３７９万億１，３７９万６千円
４　　４，０９８万０９８万７千円　（３６．０％）（３６．０％）

そ の 他
２億０，０２４万億０，０２４万８千円
１億０，５６６万億０，５６６万１千円　（５２．８％）（５２．８％）

地方交付税

３８億９，９６９万７千円上段：予算額

１９億１，７１０万８千円下段：収入済額（　）：収入率（４９．２％）

３８億９，９６９万７千円上段：予算額
１５億５，１８７万円　　下段：支出済額（　）：支出率（３９．８％）

１３億１，９９６万３千円
９億３，１０８万１千円　（７０．５％）

町 税
７億７，２８４万４千円
４億９，１６６万１千円　（６３．６％）

町 債
５億０，７３０万円
　　　　　　０千円　（０．０％）

県 支 出 金
２億６，８０４万７千円
　　２，１１８万５千円　（７．９％）

繰 越 金
２億４，７７４万１千円
２億４，７７４万１千円　（１００．０％）

繰 入 金
１億８，５００万１千円
　　　　　　０千円　（０．０％）

諸 収 入
１億５，５６６万９千円
　　５，８８４万６千円　（３７．８％）

国庫支出金
１億２，９０８万８千円
　　１，９９４万６千円　（１５．５％）

使用料及び
手 数 料

１億１，３７９万６千円
　　４，０９８万７千円　（３６．０％）

そ の 他
２億０，０２４万８千円
１億０，５６６万１千円　（５２．８％）

地方交付税 総 務 費
６億６，１２６万３千円
２億６，２５１万４千円　（３９．７％）

公 債 費
５億２，１６６万６千円
２億５，６１２万５千円　（４９．１％）

衛 生 費
５億０，８７９万３千円
１億９，３２３万９千円　（３８．０％）

民 生 費
４億９，９２０万３千円
２億４，３５３万５千円　（４８．８％）

教 育 費
４億１，０７４万３千円
１億８，２２２万円　　　（４４．４％）

農林水産業費
３億８，９０１万８千円
１億０，２５８万７千円　（２６．４％）

土 木 費
３億３，３７２万７千円
　　３，９８８万円　　　（１１．９％）

商 工 費
２億６，６９７万５千円
１億１，０２３万５千円　（４１．３％）

消 防 費
２億２，６６７万３千円
１億２，９６２万７千円　（５７．２％）

そ の 他
　　８，１６３万６千円
　　３，１９０万８千円　（３９．１％）

町
民
一
人
あ
た
り
の
税
金　

約
５
万
６
千
円

町
民
一
人
あ
た
り
に
支
出
さ
れ
た
お
金　

約　

万
６
千
円

１７

（
平
成　

年
９
月　

日
現
在
の
人
口　

８
千
８
２
５
人
）

１５

３０

予
算
の
執
行
状
況
は

健
全
な

財
政
運
営
を
目
指
し
て

◎
積
立
金
・

 

地
方
債
の
現
在
高

平成15年成1 5年度　町の財政事情を公表します平成1 5年度　町の財政事情を公表します

５ 

　

一
一
月
二
八
日
・
二
九
日
の

両
日
、環
境
セ
ン
タ
ー
文
化
ホ
ー

ル
で
、
県
内
外
か
ら
一
二
〇
名

が
集
ま
り
、
し
ず
お
か
未
来
づ

く
り
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
交
流
会
議

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

し
ず
お
か
未
来
づ
く
り
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
は
、
県
内
で
地
域
づ

く
り
の
実
践
活
動
や
人
材
育
成

等
を
行
う
団
体
の
活
動
や
連
携

の
支
援
を
目
的
と
し
て
設
立
さ

れ
、
平
成
七
年
か
ら
団
体
相
互

の
情
報
交
換
や
交
流
を
図
る
た

め
、
県
内
各
地
で
交
流
会
議
が

行
わ
れ
て
い
る
も
の
で
す
。

　

初
日
は
主
催
者
代
表
の
小
桜

義
明
静
岡
大
学
教
授
や
県
伊
豆

行
政
セ
ン
タ
ー
府
川
所
長
の
挨

コ
ー
ス
、
シ
ー
カ
ヤ
ッ
ク
体
験

コ
ー
ス
、棚
田
と
潮
騒
コ
ー
ス
、

な
ま
こ
壁
見
学
コ
ー
ス
の
四
つ

に
分
か
れ
、
町
内
を
散
策
し
た

参
加
者
の
皆
さ
ん
は
、
松
崎
の

素
晴
ら
し
さ
を
満
喫
し
て
い
ま

し
た
。

拶
に
続
き
、
開
催
地
代
表
と
し

て
深
澤
町
長
が
挨
拶
し
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
町
内
の
ま
ち
づ
く

り
の
事
例
発
表
が
行
わ
れ
、
質

疑
応
答
や
意
見
交
換
が
活
発
に

行
わ
れ
ま
し
た
。

　

夜
の
交
流
会
で
は
、
実
行
委

員
会
や
女
性
会
、
商
工
会
、
地

域
お
こ
し
の
会
、
二
一
世
紀

フ
ォ
ー
ラ
ム
の
メ
ン
バ
ー
等
の

協
力
に
よ
り
、ひ
じ
き
サ
ラ
ダ
、

ゆ
ず
大
根
、
キ
ビ
ナ
ゴ
の
か
ら

揚
げ
や
黒
米
の
パ
ン
、
う
ど
ん

等
地
場
産
品
を
活
か
し
た
手
作

り
の
料
理
が
ふ
る
ま
わ
れ
、
好

評
を
博
し
ま
し
た
。

　

二
日
目
は
、
重
文
岩
科
学
校

や
長
八
美
術
館
等
の
施
設
見
学

森　 秀 己氏

高 橋 周 蔵氏

　

昭
和
五
三
年
か
ら
今
日
ま
で
継

続
さ
れ
て
お
り
、
花
い
っ
ぱ
い
運

動
や
魅
力
あ
る
施
設
の
整
備
等
、

住
民
参
加
型
の
ま
ち
づ
く
り
と
し

て
特
色
の
あ
る
事
例
を
紹
介
し
ま

し
た
。

　

荒
れ
果
て
た
棚
田
の
復
元
で
、

地
域
の
活
性
化
を
図
ろ
う
と
活
動

を
始
め
て
か
ら
、
オ
ー
ナ
ー
制
度

導
入
の
経
緯
、
実
際
に
運
営
し
て

み
て
の
感
想
、
今
後
の
課
題
や
将

来
に
向
け
て
の
事
業
展
開
に
つ
い

て
発
表
し
ま
し
た
。

斉 藤 文 彦氏

　

そ
も
そ
も
な
ん
で
こ
ん
な
過
酷

な
レ
ー
ス
を
伊
豆
で
開
催
し
よ
う

と
思
っ
た
か
、
実
際
開
催
す
る
ま

で
の
苦
労
話
し
や
運
営
に
つ
い
て
、

レ
ー
ス
の
ビ
デ
オ
を
交
え
て
説
明
。

ま
た
、空
き
店
舗
対
策
と
し
て
シ
ー

カ
ヤ
ッ
ク
の
専
門
店
を
誘
致
し
た

経
緯
に
つ
い
て
発
表
し
ま
し
た
。

関　 賢 助氏

　

入
江
長
八
が
芸
術
の
域
ま
で
昇

華
さ
せ
た
漆
喰
鏝
絵
の
保
存
と
芸

術
的
価
値
を
広
め
て
い
こ
う
と
保

存
会
を
設
立
し
た
こ
と
と
、
な
ま

こ
壁
製
作
技
術
の
伝
承
を
左
官
組

合
を
あ
げ
て
推
進
し
て
お
り
、
今

後
は
な
ま
こ
壁
の
町
並
み
の
再
現

を
目
指
し
て
い
く
こ
と
等
を
発
表

し
ま
し
た
。

松崎町町長公室

棚田保存会伊豆アドベンチャー実行委員会

長八作品保存会

花
と
ロ
マ
ン
の

　
　
　

ふ
る
里
づ
く
り

ふ
る
里
の
復
元
「
棚
田
」

伊
豆

  
ア
ド
ベ
ン
チ
ャ
ー
レ
ー
ス

漆
喰
鏝
絵
と
な
ま
こ
壁

し ず お か 未来 づ く り ネ ッ ト ワ ー ク 交流会議ｉ ｎ松崎

▲シーカヤック体験 ▲棚田を見学

事例発表した皆さん� ���������������������� � ����������������������
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一
二
月
六
日
（
土
）
静
岡
市
で

「
第
四
回
し
ず
お
か
市
町
村
対
抗

駅
伝
競
走
大
会
」
が
行
わ
れ
ま
し

た
。

　

松
崎
町
チ
ー
ム
は
、
総
合
四
七

位
と
昨
年
よ
り
二
つ
順
位
を
上
げ
、

タ
イ
ム
も
二
時
間
三
七
分
四
五
秒

と
大
幅
に
短
縮
で
き
、
日
頃
か
ら

の
選
手
の
努
力
が
伺
え
る
結
果
に

な
り
ま
し
た
。

　

一
、
五
〇
〇
メ
ー
ト
ル
タ
イ
ム

レ
ー
ス
で
は
、
深
澤
雄
太
く
ん
が

小
学
五
年
生
な
が
ら
五
分
一
八
秒

の
好
記
録
で
快
走
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
半
年
以
上
前
か
ら
行
っ

て
い
た
週
一
回
の
集
合
練
習
で
、

選
手
・
ス
タ
ッ
フ
全
員
が
結
果
以

上
に
大
切
な
も
の
を
得
ま
し
た
。

　

松
崎
町
職
員
の
給
与
に
関
す
る

条
例
が
一
一
月
二
五
日
の
臨
時
議

会
に
お
い
て
改
正
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
国
家
公
務
員
の
給
与

が
、
厳
し
い
経
済
・
雇
用
状
況
の

な
か
で
、
民
間
給
与
を
上
回
っ
て

い
る
こ
と
か
ら
、
こ
れ
を
是
正
す

る
た
め
に
人
事
院
勧
告
が
な
さ
れ
、

町
職
員
も
こ
れ
に
合
わ
せ
て
是
正

改
正
を
行
っ
た
も
の
で
す
。

　

改
正
の
主
な
内
容
は
、
本
給
を

平
均
で
一
・
〇
七
％
、
配
偶
者
扶

養
手
当
を
月
額
五
〇
〇
円
引
き
下

げ
、
期
末
勤
勉
手
当
て
を
〇
・
二

五
月
減
ず
る
も
の
で
、
平
成
一
五

年
四
月
一
日
以
降
が
改
正
の
対
象

と
な
り
、
平
均
的
な
職
員
で
年
間

一
五
万
三
千
円
減
額
と
な
り
ま
す
。

　

ま
た
、
職
員
の
給
与
改
正
と
合

わ
せ
て
、
町
長
等
の
特
別
職
と
、

議
会
議
員
の
期
末
手
当
も
〇
・
二

五
月
減
の
条
例
改
正
が
行
わ
れ
ま

し
た
。

　

岩
科
八
区
が
所
有
す
る
保
安
林

の
間
伐
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
こ

れ
は
、
伊
豆
農
林
事
務
所
で
計
画

的
に
行
っ
て
い
る
も
の
で
、
今
月

末
ま
で
に
、
岩
科
北
側
字
広
が
原

の
約
一
四
ヘ
ク
タ
ー
ル
の
杉
林
、

約
一
万
本
が
伐
採
さ
れ
ま
す
。
こ

の
杉
は
、
樹
齢
約
四
〇
年
の
も
の

で
、建
築
材
等
に
利
用
で
き
ま
す
。

　

材
木
は
各
自
で
運
び
出
す
こ
と

に
な
り
ま
す
が
、
岩
科
八
区
で
は

利
用
希
望
者
を
募
っ
て
い
ま
す
の

で
、間
伐
材
を
利
用
し
た
い
方
は
、

岩
科
八
区
代
表
区
長
山
本
正
巳
さ

ん
（
四
二－

三
一
〇
五
）
ま
で
お

問
い
合
わ
せ
下
さ
い
。

▲快走する深澤雄太くん

第 ４ 回 し ず お か市町村対抗駅伝競走大会

区間順位記　録選手名区　間
４８位１５分２７秒斉 藤 　 萌第１区
４９位６分５４秒桑 原 亜 美第２区
４６位１８分４７秒稲 葉 　 洋第３区
３３位１９分３４秒土 屋 　 大第４区
３７位１８分２０秒森 貴 和 子第５区
３８位１３分２１秒眞 野 竜 希第６区
２４位１２分０２秒高 見 志 穂第７区
４０位１９分１４秒高 田 モ モ第８区
３９位１５分０１秒斉 藤 克 巳第９区
４６位１９分０５秒石 田 英 雄第１０区

５分１８秒深 澤 雄 太１５００ｍ

第４回
しずおか市町村対抗
駅伝競走大会結果

第４回
しずおか市町村対抗
駅伝競走大会結果

職
員
・
特
別
職
の

 

手
当
て
減
額

間
伐
材
を

 
利
用
し
ま
せ
ん
か

７ 

　

一
二
月
九
日
、「
第
二
回
さ

ん
さ
ん
松
崎
老
人
運
動
会
」
に

出
席
し
ま
し
た
。
挨
拶
の
な
か

で
運
動
量
が
少
な
く
な
る
と

ち
ょ
っ
と
し
た
こ
と
で
転
ん
で

ケ
ガ
を
す
る
よ
う
な
こ
と
が
生

じ
や
す
く
な
る
の
で
、
こ
の
機

会
に
運
動
量
、
機
敏
性
な
ど
を

確
か
め
て
お
く
と
良
い
の
で
は

な
い
か
と
話
し
て
来
ま
し
た
。

　

こ
れ
か
ら
本
格
的
な
冬
に
向

か
う
こ
と
か
ら
、
寒
さ
に
強
く

な
る
た
め
、
私
が
人
間
ド
ッ

ク
で
教
え
て
も
ら
っ
た
一
部

を
紹
介
し
て
み
た
い
と
思
い

ま
す
。
そ
れ
は
、
筋
肉
を
ほ

ぐ
す
こ
と
で
体
温
を
上
げ
る

こ
と
。
運
動
不
足
に
な
る
と

体
温
を
上
げ
る
こ
と
が
で
き

ず
に
体
が
冷
え
る
他
、
脂
肪

や
糖
が
燃
焼
さ
れ
ず
、
尿
酸

な
ど
の
老
廃
物
が
蓄
積
さ
れ
、

疾
病
の
下
地
を
作
っ
て
し
ま

う
そ
う
で
す
。

　

普
段
運
動
し
な
い
人
は
、

ま
ず
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
す
る
こ

町長室からこんにちは　２５
と
を
お
勧
め
し
ま
す
。
体
の
全

筋
肉
の
七
〇
％
は
下
半
身
に
あ

る
の
で
、
歩
く
だ
け
で
も
か
な

り
の
筋
肉
を
刺
激
し
、
体
温
を

上
げ
る
こ
と
が
で
き
、
体
も
ポ

カ
ポ
カ
に
な
る
と
の
こ
と
で
し

た
。
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
で
こ
の
冬

を
健
康
で
過
ご
し
ま
し
ょ
う
。

深
澤　

進

松
崎
町
長

冬
の
健
康
対
策
に
つ
い
て

� ����������������������������������������������������������

　
　

学
生
・
生
徒
一
人
に
つ
き

　
　
　
　
　
　
　
　

二
〇
〇
万
円

◎
ご
融
資
額

　

お
申
し
込
み
に
は
、
年
収
や
所

得
を
証
明
す
る
書
類
や
住
民
票
、

保
険
証
、
学
校
の
証
明
な
ど
が
必

要
に
な
り
ま
す
。

　
　

高
校
、
短
大
、
大
学
、
専
門

学
校
な
ど
に
入
学
、
在
学
さ
れ

る
方
の
保
護
者
で
年
間
収
入
が

九
九
〇
万
円
（
事
業
所
得
者
は

七
七
〇
万
円
）
以
内
の
方
。

　

た
だ
し
、
そ
の
他
の
ご
親
族
ま

た
は
本
人
で
も
利
用
で
き
る
場

合
が
あ
り
ま
す
。
詳
し
く
は
、

窓
口
で
ご
相
談
下
さ
い
。

◎
ご
利
用
で
き
る
方

◎
利
率

　

一
〇
年
以
内

　
　
（
据
置
期
間
は
在
学
期
間
中
）

◎
ご
返
済
期
間

　

毎
月
元
利
均
等
返
済

（
ボ
ー
ナ
ス
月
増
額
返
済
、

 

ス
テ
ッ
プ
返
済
も
利
用
で
き
ま
す
。）

◎
ご
返
済
方
法

　
　

年
利
一
・
六
五
％

　
　

教
育
資
金
融
資
保
証
基
金
ま

た
は
保
証
人
一
名
以
上
。

◎
保
証

　
　

学
校
に
入
学
・
在
学
す
る
た

め
に
必
要
と
な
る
資
金

◎
ご
利
用
で
き
る
も
の

・
学
校
納
付
金

　
　
　
（
入
学
金
、
授
業
料
な
ど
）

・
受
験
に
か
か
っ
た
費
用
（
受
験

料
、
交
通
費
、
宿
泊
費
な
ど
）

・
ア
パ
ー
ト
、
マ
ン
シ
ョ
ン
の
敷

金
、
家
賃
な
ど

・
教
科
書
代
、
学
習
用
品
費
、
パ

ソ
コ
ン
購
入
費
、
通
学
費
用
、

国
民
年
金
保
険
料
な
ど

　

障
害
者
割
引
制
度
は
、
通
勤
、

通
学
、
通
院
等
の
日
常
生
活
に
お

い
て
、
有
料
道
路
を
利
用
さ
れ
る

障
害
者
の
方
に
対
し
て
、
自
立
と

社
会
経
済
活
動
へ
の
参
加
を
支
援

す
る
た
め
、
有
料
道
路
料
金
に
つ

い
て
割
引
措
置
を
講
ず
る
こ
と
に

よ
り
支
援
す
る
も
の
で
す
。

　

昨
年
一
二
月
に
制
度
の
改
正
が

行
わ
れ
、
こ
れ
ま
で
の
割
引
証
は

廃
止
（
現
在
お
持
ち
の
割
引
証
は

五
月
末
ま
で
使
用
で
き
ま
す
。）

さ
れ
、
新
規
の
手
続
き
を
行
っ
た

手
帳
を
提
示
す
る
こ
と
に
よ
り
、

割
引
を
受
け
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

ま
た
、
Ｅ
Ｔ
Ｃ
ノ
ン
ス
ト
ッ
プ

走
行
に
つ
い
て
も
割
引
が
適
用
さ

れ
る
こ
と
に
な
り
、
車
載
器
購
入

代
金
に
対
す
る
助
成
（
先
着
一
五

万
人
）
も
用
意
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

な
お
、
こ
の
割
引
き
を
受
け
る

に
あ
た
っ
て
は
、
改
正
前
と
同
様

に
対
象
に
な
る
障
害
の
範
囲
や
自

動
車
の
範
囲
な
ど
一
定
の
要
件
が

設
け
ら
れ
て
お
り
ま
す
の
で
、
詳

し
い
こ
と
は
健
康
福
祉
課
（
四
二

－

三
九
六
六
）
ま
で
お
問
い
合
わ

せ
下
さ
い
。

詳
し
く
は
、

国
民
生
活
金
融
公
庫
沼
津
支
店

（
〇
五
五－

九
三
一－

五
二
八
二
）

ま
で
お
問
い
合
わ
せ
下
さ
い
。
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入
学
金
や
授
業
料
、
ア
パ
ー

ト
敷
金
、
家
賃
な
ど
、
入
学
時

や
在
学
中
に
必
要
に
な
る
資
金

を
融
資
す
る
公
的
制
度
と
し
て
、

国
民
生
活
金
融
公
庫
の
「
国
の

教
育
ロ
ー
ン
」
が
あ
り
ま
す
。

こ
れ
ま
で
に
延
べ
三
四
〇
万
人

以
上
の
方
々
に
利
用
さ
れ
て
き

た
制
度
で
す
。

ご
存
じ
で
す
か
？

 

国
の
教
育
ロ
ー
ン

有
料
道
路
に
お
け
る

　

障
害
者
通
行
料

 

割
引
制
度
の
ご
案
内

� ����������������������������������������������������������
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【１月の救急当番医　西伊豆地区】
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チャイルドシート
購入費の助成制度

��������	
����

��������	
����

��������	
����

��������	


��������	������

����������	�
�

は日曜・祝祭日　＊時間等は当番医で確認して下さい。

－

俳
句－

松
崎
文
芸

松
崎
文
芸

老
二
人
温
し
ぬ
く
し
と
冬
至
粥

土
屋
規
矩
子

時
折
に
鼻
唄
き
こ
ゆ
蜜
柑
摘

山
本
ち
か
子

冬
の
雨
里
寒
々
と
暮
れ
急
ぐ

林　

幸
一

宿
の
窓
い
っ
ぱ
い
の
富
士
小
六
月

夏
目
和
子

一
年
の
邪
気
を
払
い
て
冬
至
粥

依
田
ふ
じ
枝

南
瓜
煮
て
冬
至
の
夕
餉
早
々
と

山
本
武
男

植
林
の
一
山
蒼
く
冬
至
か
な

小
林
一
男

転
げ
た
る
錠
剤
探
す
夜
長
か
な

佐
藤
未
与
子

老
と
て
も
好
き
な
色
あ
り
毛
糸
編
む

稲
葉
文
字

山
の
宿
炭
火
煌
々
い
ろ
り
酒

稲
葉
菊
恵

背
の
丸
き
妻
が
冬
至
の
厨
ご
と

小
林
忠
男

柿
も
み
じ
一
際
も
え
て
峡
暮
る

佐
藤　

享

余
念
な
き
手
入
れ
話
や
菊
花
展

斎
藤
み
つ
子

【対象者】

　町内に在住し、６歳未満の乳幼児を養

育する保護者。

【対象品目】

　道路運送車両法の基準に適合したチャ

イルドシート（ベビーシート・ジュニ

アシートを含む）

【助成額等】

　購入経費（消費税抜き）の２分の１

以内で、１万円が限度

【問合せ】

　健康福祉課　�４２－３９６６

保健師だより保健師だより

前立腺がんが増えています。
　当町ではまだ少ないですが、前立腺がんは全国的には死亡者が急増中のがんで、死亡者数
は４０年間で１５倍以上になっています。前立腺は男性特有の臓器で、膀胱の下で尿道を取り囲
むように存在します。５０歳を越えると、前立腺がんや前立腺肥大症等の病気にかかる危険性
が大きくなり、近親者に前立腺がんにかかった人がいる場合は要注意です。

　前立腺がん検診は、直腸指診、超音波検査、血液検査が行われます。前立腺がんにかかる
と、前立腺から分泌されているＰＳＡという物質の量が増加し、血液中に流れ出します。こ
のため、採血してこのＰＳＡの量を測定することでかなりの確率でがんを見つけだすことが
できます。５０歳を越えたら、定期的に検査

� � � � � �

を受けましょう。

こんな症状は危険信号

・尿が出にくい　　・少しずつ尿が出て時間がかかる

・夜間に排尿する回数が増える　　・排尿しても残尿感がある

・腹部がはる　　・血尿が出る　　・精液が赤い

こんな症状は危険信号
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町のできごと町の で き ご と
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商
工
会
青
年
部
に
よ
る
「
光
の

ピ
カ
イ
チ
」
が
、
一
一
月
三
〇
日

か
ら
始
ま
り
ま
し
た
。
こ
の
催
し

は
、
電
飾
で
町
を
華
や
か
に
演
出

し
よ
う
と
五
年
前
か
ら
始
め
ら
れ

た
も
の
で
、
昨
年
に
続
き
牛
原
山

頂
上
付
近
に
特
大
の
イ
ル
ミ
ネ
ー

シ
ョ
ン
が
飾
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
町
内
各
家
庭
や
事
業
所

の
ク
リ
ス
マ
ス
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ

ン
の
コ
ン
テ
ス
ト
も
行
わ
れ
、
町

内
い
た
る
所
で
光
の
シ
ョ
ー
が
見

ら
れ
、
夜
の
町
が
華
や
か
に
演
出

さ
れ
ま
し
た
。

　

一
二
月
一
、
二
日
の
両
日
、
長

八
美
術
館
で
入
江
長
八
作
品
の
科

学
分
析
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

調
査
に
当
た
っ
た
の
は
、
東
京

文
化
財
研
究
所
の
石
崎
武
志
博
士

ら
四
人
で
、
作
品
を
傷
つ
け
な
い

よ
う
、
エ
ッ
ク
ス
線
照
射
に
よ
り

顔
料
等
の
成
分
を
調
べ
ま
し
た
。

　

今
回
の
科
学
調
査
の
結
果
は
、

今
後
の
作
品
の
保
存
や
修
復
の
た

め
の
資
料
と
し
て
役
立
て
ら
れ
る

予
定
で
す
。

　

一
二
月
二
日
（
火
）、「
花
咲
く

し
ず
お
か
」
伊
豆
地
域
推
進
協
議

会
主
催
に
よ
る
花
咲
く
し
ず
お
か

伊
豆
地
域
推
進
大
会
が
環
境
セ
ン

タ
ー
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
大
会
は
、
花
と
緑
に
あ
ふ

れ
た
地
域
づ
く
り
を
目
指
し
て
推

進
し
て
い
る「
花
咲
く
し
ず
お
か
」

運
動
の
一
環
と
し
て
行
わ
れ
て
い

る
も
の
で
、
こ
の
夏
に
実
施
さ
れ

た
伊
豆
地
域
花
壇
コ
ン
ク
ー
ル
の

表
彰
式
で
は
、
松
尾
老
人
会
が
奨

励
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。

　

一
二
月
六
日
（
土
）
か
ら
八
日

（
月
）
ま
で
、
環
境
セ
ン
タ
ー
で
、

「
第
二
三
回
文
化
協
会
秋
の
芸
術

祭
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

会
場
に
は
、
絵
画
、
彫
刻
、
書

道
、
写
真
、
漆
喰
鏝
絵
、
工
芸
、

手
芸
、
華
道
、
俳
句
、
短
歌
、
盆

栽
の
一
一
部
門
の
会
員
ら
二
四
七

人
が
出
品
し
た
三
六
一
点
の
力
作

が
展
示
さ
れ
ま
し
た
。

　

各
部
門
と
も
例
年
以
上
に
レ
ベ

ル
が
高
く
、
作
品
数
も
数
多
く
集

ま
り
、来
場
者
に
も
好
評
で
し
た
。

光 
の 
ピ 
カ 
イ 
チ 
開
催

長 
八
作 
品 
の

 

科
学
調
査

花
咲 
く 
し 
ず 
お 
か

伊
豆
地
域
推
進
大
会

文
化
協
会
芸
術
祭
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暮
ら
し
の
カ
レ
ン
ダ
ー

暮
ら
し
の
カ
レ
ン
ダ
ー

暮
ら
し
の
カ
レ
ン
ダ
ー

暮
ら
し
の
カ
レ
ン
ダ
ー

　

月
１

森林整備地域
活動支援交付金制度

　近年、全国的な林業生産活動の

停滞、森林所有者の高齢化等によ

り、充分な森林整備が行われてい

ない状況にあります。

　林野庁では森林整備に必要とな

る現況調査、林内作業道整備等の

活動の実施に対し、補助金を交付

しています。

　１月１０日（土）は、１１０番の日です。

静岡県下の１１０番は、すべて県警本

部にある「１１０番センター静岡」に

かかります。あわてずに賀茂郡松崎

町の誰々と名乗ってからお話し下さ

い。また、携帯電話からの通報の場

合は、まず氏名と電話番号を伝えて

下さい。お話を伺っている間にパト

カーは皆さんの所へ向かっています。

　要望や相談、照会等緊急の用件で

ないときは、

＃ ９ １ １ ０ または � ４ ２ － ０ １ １ ０

 （松崎警察署）へおかけ下さい。

第６回　下田水仙ツーデーマーチ

《補助内容》

　事前に町と協定を結び、締結の

翌年度から平成１８年度まで、対象

森林の現況調査・施業区域の明確

化作業・林内作業道の管理、補修

等の対象行為の実施に対し、１ha当

たり１万円交付します。

《対象森林》

　平成１４年度以降の基準による森

林施業計画の認定を受けた最低３０ha

以上の面積を有する森林で、

　①３５年以下の人工林

　②６０年以下の育成天然林

　③３６年以上４５年以下の人工林

のうち、指定の条件を満たすもの。

　支援交付金事業の詳細な内容に

ついては、産業建設課産業係

　（�４２－３９６５）までご相談下さい。

１ １ ０番の日

放送大学１学期生募集

　放送大学は、テレビ・ラジオで大

学教育を行っている正規の通信制大

学です。興味や目的に応じて１科目

から選べる他、所定の単位を取得す

ると、学士の学位も取得できます。

【入学時期】　平成１６年４月１日

【入学資格】

◎全科履修生（満１８歳以上で高卒）

◎選科・科目履修生（満１５歳以上）

【願書締切】　平成１６年２月２９日

【問合せ】　放送大学静岡学習センター

〒４１１－００３３　三島市文教町１－３－９３

　　　　　　� ０ ５ ５ － ９ ８ ９ － １ ２ ５ ３

伊豆早春フラワーウォーキング
今年も開催します。お気軽にご参加ください。

第６回　河津桜ツーデーマーチ

　町では、老朽化した水道本管の

布設替を順次実施しておりますが、

今月から県道下田松崎線、峰輪～

建久寺間（延長約１５００ｍ）の布設

替工事を施工します。

　工事期間中、施工箇所付近は片

側交互通行になります。ご迷惑を

おかけしますが、ご協力をお願い

します。

各大会とも、距離は１０�・２０�・

３０�のコースがあります。現在、

参加申込み受付中です。

【日時】　１月１７日（土）～１８日（日）

【日時】　２月１４日（土）～１５日（日）

第４回　南伊豆菜の花

　　　　　　　ツーデーマーチ

【日時】　３月６日（土）～７日（日）

第５回　伊豆松崎なまこ壁と

　　　　　　桜のツーデーマーチ

【日時】　４月３日（土）～４日（日）

【参加費】　松崎町民は１００円

【問合せ】　商工観光課�４２－３９６４

水道工事のお知らせ

【問合せ】　生活環境課�４２－３９６９

１１ 

　事業所得又は雑所得の金額は、

収入金額から実際にかかった経費

を差し引いて計算することになっ

ていますが、家内労働者等の場合

には必要経費として６５万円まで認

める特例があります。

　例えば家で子供服の縫製をやっ

ており、総収入が８５万円、経費が

ほとんどかかっていない場合でも

６５万円を経費とし、２０万円の所得

と申請することになります。

　ただし、この他に給与所得など

がある場合はその金額により計算

が異なりますのでご注意下さい。

◇岩地　１０：００～１０：４０

◇石部　１１：００～１１：４０

◇雲見　１３：３０～１４：１０

　会場は各地区公民館です。

申告納付はこの機会に済ませ

て下さい。 

今月の納税

町県民税　　　第４期
国民健康保険税第５期

　平成１５年１２月１５日現在

　　　　（　）内は前年対比

　　人身事故　４７件　（＋６）

　　物損事故　１１４件　（＋７）

　　死　　者　０人　（－１）

　　傷　　者　６３人　（＋１８）

犬・猫ひきとり

町の交通事故

税一口メモ

入湯税出張徴収
１月26日（月）

図書館だより

行政・人権・生活合同相談

２１２２２３２４２５２６２７２８２９３０３１１２３４
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　こころの健康について講演会を開催します。

講師は静岡県精神保健福祉センター所長鈴木

節夫氏です。

　お気軽にご参加下さい。

【日時】　平成１６年１月２０日（火）

　　　　午後１時３０分～

【場所】　西伊豆町福祉センター

【問合せ】　伊豆保健所松崎支援室

　　　　　�４２－０２６２

こころの健康について

第59回大沢桜祭り俳句募集

　大沢桜祭りに寄せる俳句をお寄せ下さい。

入選句は、竹短冊に揮亳として桜並木に吊る

し、桜と一緒に観賞していただきます。

【季題】　春季雑詠

【出句】　１人４句

【会費】　整理費として１人１，０００円

【締切】　平成１６年１月３１日（土）

【問合せ】　事務担当　山本　栄

　　　　　松崎町大沢１９１－１

　　　　　�４３－０１９１

【日時】　１月１５日（木） 

　　　　１０：００～１５：００

【場所】　生涯学習センターふれあいホール

【問合せ】　町民課　� ４ ２ － ３ ９ ６ ７

【日時】　１月１４日（水）、２８日（水）

　　　　１１：４５～１２：００

【場所】　松崎町役場

古雑誌・雑誌付録リサイクル・フェアー

１月１０日（土）～２５日（日）

【日時】　２４日（土）午前１０時３０分

【対象】　幼児～小学１年生

お話会のお知らせ

特別館内整理のお知らせ

１月２７日（火）～２月１日（日）

※図書館は毎週月曜日休館です。

【問合せ】　図書館　� ４ ２ － ３ ９ ７ ２

所得税の還付申告

　サラリーマンの方で、平成１５年

中に多額の医療費を支払った方や、

住宅を取得したり、増改築をされ

た方のために、所得税の還付申告

を受付します。

【日時】　２月６日（金）

　９：３０～１１：００　１３：００～１５：００

【場所】　環境センター研修室

　所得税が還付される主なものは

下記のとおりです。

　申告に必要な書類などについて

はお問い合わせ下さい。

【問合せ】　下田税務署�２２－０１８５

　　　　　税　務　課�４２－３９６８

○医療費控除

　平成１５年中に医療費を１０万円

か所得の５％を越えて支払った

場合。

（保険や高額療養費で補てんされた金額を除く）

○中途退職者等

　平成１５年の途中で退職され、

再就職していない場合や、離職

期間があり、給与から所得税を

源泉徴収されていた場合等。

○住宅取得控除

　住宅ローンを利用してマイホー

ムを取得したり、増改築をした

場合。

内職等の所得計算
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 １２

※この欄に掲載を希望されない場合は、
お申し出ください。

学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学
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校
ひ
ろ
ば

（31）

�
四
二－

〇
〇
四
九

　

十
一
月
二
十
七
・
二
十
八
日

の
夜
、
松
崎
小
学
校
の
パ
ソ
コ

ン
室
は
来
年
度
の
カ
レ
ン
ダ
ー

作
り
や
年
賀
状
作
り
の
参
加
者

で
に
ぎ
わ
っ
て
い
ま
し
た
。

　

主
催
は
、
松
崎
小
学
校
家
庭

教
育
学
級
。
今
年
、
い
ろ
い
ろ

な
活
動
を
試
み
て
い
る
松
崎
小

学
校
の
保
護
者
の
団
体
で
す
。

　

年
間
の
活
動
テ
ー
マ
は
「
親

子
の
ふ
れ
あ
い
を
創
る
」で
す
。

　

今
ま
で
に
も
、
八
月
に
火
起

こ
し
器
を
使
っ
た
「
火
起
こ
し

体
験
」
を
、
十
一
月
に
は
「
紙

飛
行
機
作
り
」を
親
子
で
行
い
、

親
子
の
ふ
れ
あ
い
を
広
げ
て
き

ま
し
た
。

　

昨
年
度
ま
で
と
一
番
違
う
と

こ
ろ
は
、
子
供
た
ち
に
と
っ
て

の
家
庭
教
育
学
級
と
い
う
こ
と

で
す
。
親
子
の
ふ
れ
あ
い
を
高

め
る
た
め
に
保
護
者
自
身
が
何

回
も
話
し
合
い
、
段
取
り
し
実

行
し
て
い
っ
て
い
る
こ
と
で
す
。

楽
し
い
こ
と
を
実
行
し
て
、
親

二
〇
〇
四
年
一
月
一
日
発
行

通
刊　

第

四
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号

広
報
ま
つ
ざ
き

〒
四
一
〇－

三
六
九
六 

静
岡
県
賀
茂
郡
松
崎
町
宮
内
三
〇
一
ノ
一

�〈
〇
五
五
八
〉四
二－

三
九
六
二
�〈
〇
五
五
八
〉 四
二－

三
一
八
三

発
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印
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松崎町ホームページアドレス　http://www.town.matsuzaki.shizuoka.jp/

戸籍だより
（11月分）

21世紀松崎町三つの実践運動「あいさつ・返事・後しまつ」

子
が
話
し
合
っ
た
り
、作
り
合
っ

た
り
す
る
こ
と
を
大
切
に
し
て

い
ま
す
。
む
ろ
ん
、
教
師
も
参

加
し
ま
す
が
、
あ
く
ま
で
も
お

手
伝
い
と
い
う
立
場
で
す
。

　

今
回
の
活
動
で
も
、
親
子
で

パ
ソ
コ
ン
画
面
を
の
ぞ
き
込
ん

で
カ
レ
ン
ダ
ー
の
デ
ザ
イ
ン
を

考
え
た
り
、
親
が
文
面
を
考
え

て
子
供
が
キ
ー
操
作
を
行
っ
た

り
な
ど
微
笑
ま
し
い
場
面
が
見

ら
れ
ま
し
た
。

　

み
ん
な
で
知
恵
を
出
し
合
い
、

ま
ず
、 や
っ
て
み
る
。こ
ん
な
活

動
が
こ
れ
か
ら
増
え
そ
う
で
す
。

　

寒
い
夜
で
し
た
が
、
室
内
に

温
か
さ
が
残
り
ま
し
た
。

松
崎
小
学
校

戸籍だより
（11月分）

　昭和２９年１月婚姻届のご夫婦を

紹介します。

届出日年齢氏　名地区

１．６
７６歳

７０歳

朝賀　　清

　　さき子
江奈４

１．６
８５歳

７３歳

藤池　　衡

　　美代子
伏　倉

１．１１
７５歳

７１歳

鈴切　君平

　　　静子
門　野

１．２０
７８歳

７１歳

吉岡　友良

　　うた子
江奈３

１．３０
７５歳

７１歳

椿　覚太郎

　　つゆ子
桜　田

おめ で と う
№7６
金婚式

保 護 者性別氏名地区

山 本 貴 史男 龍 
リュウ

 之  介 
ノ スケ

那 賀

菊 地 彦 人女 美 　 瑚 
ミ コ

江奈４

田 中 久 也男 洋 　 玖 
ヒロ キ

那 賀

おめでとうございます（出生）

届出人年齢氏　　名地区

達　雄９７齋　藤　ち　ゑ岩 地

哲　男８３菊　地　八重子江奈２

咲　�８２鈴　木　鴻　三門 野

正　義８２馬　場　こ　と吉 田

高橋利光６７美　澤　弘　光雲 見

正　好６９廣　瀬　一　枝峰 輪

邦　男９３石　黒　伊代子池 代

惠　子７１細　田　定　勝峰 輪

知　明６６渡　�　安　子伏 倉

克　之５５土　田　信　一江奈１

辰　夫８３小　林　志ま子伏 倉

俊　一５０松　尾　富久子池 代

富次蔵８１田　中　あ　さ山 口

登久子７７細　田　金　治峰 輪

喜　視８９田　口　良　雄八木山

おくやみ申し上げます（死亡）

（平成１５年１２月１日現在）

総人口 ８，７９３人（－２０）

　男　 ４，１７６人（－５）

　女　 ４，６１７人（－１５）

世帯数 ３，１６５戸（±０）

転　入　１３人　転　出　２０人

出　生　４人　死　亡　１７人

��������

町の人口と世帯

平　野　重太郎さん（７７歳）

とき子さん（７３歳）
－桜田－

昭和２９年１月６日婚姻届出

5 0 年 目 の
 ツ ー シ ョ ッ ト　　（76）

　広報まつざき１２月号の史跡めぐ

り駅伝大会第２区区間賞小学生男

子の選手の学年と名前が違ってい

ました。お詫びするとともに、下

記のとおり訂正します。

関係者の皆さんご迷惑をおかけし

ました。

中川小４年

土 屋 秀 樹

中川小６年

土 屋 英 樹�

夜
の
温
か
さ

お詫びと訂正

誤 正


